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シュローダー（本社：英国 ロンドン）は、オックスフォード・サイエンス・イノベーション（OSI）社とともに、世界の

自然資本＊を評価するナチュラル・キャピタル・リサーチ（NCR）社のオンライン・プラットフォームの開発を加速す

るため、最先端の AI技術と空間分析に投資を行うことを発表しました。 
＊自然資本とは、炭素隔離、土壌浸食の防止、洪水リスクの軽減、野生生物の生息地、レクリエーションや福祉のための空間など、重要な生態
系サービスを提供する自然の役割を示す言葉であり、世界中の人々やコミュニティに対して重要な社会的利益をもたらすものです。自然を自然資

本として捉え、資産としての真の価値を認識するという概念は、急速に広がっています。自然資本という言葉は 1970 年代にはじめて使われました

が、現在では自然資本を経済的資産として捉える声が高まっており、国連は各国政府に対し GDPの枠を超えた評価を求めています。 

 

2018年に設立された NCRは、科学的データに基づき世界の自然資本を評価することに特化しています。最先

端のモデルを用いて、企業等の保有地が有する自然資本を特定し、その価値を評価します。対象には、炭素

貯蔵・隔離、土壌侵食の防止、洪水リスク管理、生物多様性、水質管理などにとって重要な自然資本が含ま

れます。また、自然資本の価値を高めるための助言や、時間の経過に伴う価値の変化を報告・検証するための

ツールも提供しています。 

 

NCRは、科学的根拠に基づく最先端のオーダーメイド・ツールをはじめ、土地所有者や企業に対して数多くの注

目すべきプロジェクトを提供してきました。ESG、生物多様性、炭素排出量ネットゼロ戦略の発展に資する科学

的に精度の高いサービスを行っています 

 

シュローダーと OSIが投資を行う NCRのプラットフォームは、二酸化炭素や生物多様性などに対するモニタリング

や評価が拡大する中、アセットオーナーや資産運用会社にとって不可欠なツールになると考えられます。また、自

然由来の炭素クレジットや、洪水リスク管理、水質、土壌改良における自然資本の活用を最高水準で検証で

きる可能性も秘めています。 

 

ナチュラル・キャピタル・リサーチ ディレクター キャシー・ウィリス教授のコメント： 

「自然を資産の一つとして捉え、企業が他の資産と同じバランスシートでとらえることは、もはや特異なことではなく

なってきています。世界中の政府、企業、個人は、自然資本には炭素貯蔵・隔離にとどまらない重要な価値が

あることを理解し始めています。 

 

現在、これらの重要資産を特定・評価し、どう強化するかという流れが加速しています。自然資本に対する評価

体制を強化する取り組みにおいて、シュローダーやOSIと協力できることを嬉しく思っています。彼らは、自然資本

に投資することの大きな可能性、カーボンオフセットや ESG にとどまらず、世界的な生物多様性の喪失を食い止

め、貴重な生態系を回復させる可能性に対し、最先端の理解者といえるでしょう。」 

 

自然資本の保全はかつてないほど重要視されています。2021年 6月 30日、英国の環境監査委員会（EAC）

は、国内の生物多様性の残存率が G7 中で最も低いという重大な懸念のもと、生物多様性と生態系の保全・

シュローダー、自然資本評価を行う 

ナチュラル・キャピタル・リサーチ社に投資 



 

 

 

 

回復を政府に促す発表を行いました。EACは、加速する生物多様性の喪失に対処するためには、現在の政策

や目標が不十分であるとして、生物多様性政策の大幅な改善を求めました。 

 

シュローダー グループ CEO ピーター・ハリソンは次のようにコメントしています。 

「企業や金融業界は、あまりにも長い期間、成長と会計上の利益に注目してきました。自然資本への影響を適

切に考慮しない会計は、長期投資家に重大な影響を及ぼします。ナチュラル・キャピタル・リサーチは、自然資本

の評価方法を根本的に変える可能性を秘めています。彼らのデータに基づく科学的なアプローチは、刺激的な

協力関係の基盤となっています。」 

 

オックスフォード・サイエンス・イノベーション プリンシパル マーティン・ファインズ氏のコメント： 

「OSI は、自然資本の分野で精度の高い評価を提供しモデルの強化を行う NCR の取り組みに参加できること

を嬉しく思います。」 

 
 
 

以上 

 

 

■シュローダー・グループの ESGの取組み 

「質の高いコーポレートガバナンス体制を確立し、本業を通じて、環境や社会の変化および課題解決に対応す

る企業は、長期的に企業価値の向上と持続的成長が期待できる」という考えのもと、シュローダーは 20 年以上、

ESGの要素を取り込んだ運用を実践しています。 

ESG の観点を加味した運用を通じて、社会や環境にインパクトを与える真の企業価値向上を促すと同時に、

社会や経済全体の利益となり、投資収益の拡大にも繋がることを目指しています。 

 

■シュローダー・グループの概要 

シュローダー・グループは、資産運用サービスを通じてよりよい未来への貢献を目指す、英国屈指の独立系資産

運用グループです。ロンドン証券取引所に上場しています。1804 年の創業以来 200 年以上にわたり、年金基

金から機関投資家、個人投資家まで、世界の投資家に、長期的な視点に立ち幅広い投資ソリューションを提

供しています。現在、運用資産総額は約 81兆円*に上ります。 

日本とのかかわりは古く、1870 年（明治 3 年）、日本初の鉄道敷設のために日本政府が初めて発行した国

債の主幹事を、シュローダーが務めたことにさかのぼります。1974 年には東京事務所を開設し、日本における事

業の本格的な第一歩を踏み出しました。幅広い資産運用サービスを提供する現在も日本株式運用を事業の

中核の一つに据え、約 150年前と同様、日本の未来への投資を通じて歴史を紡いでいます。 

※2020年 12月末現在。*5,744億英ポンド、1英ポンド＝141.13円換算 

※本資料におけるシュローダー・グループとは、シュローダーplc を直接もしくは間接的に親会社とする会社などを言います。 
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